
サカネテクノ株式会社の

サステナビリティ経営方針

私たちは、化学プラントをはじめとする機械設備の整備を通じて、地域産業の安全な

稼働を支えています。長年にわたり培ってきた確かな技術と誠実な仕事を次世代へ継承し、

「技術のサカネ」として、未来へ続くインフラ整備の担い手を育てていきます。

また、熟練の技術と次世代の成長が共に輝く会社を目指し、ベテランの知恵と経験を

若手へ受け継ぎながら、「あの会社に任せれば安心」と信頼される地域のインフラ整備に

不可欠な存在となります。

マテリアリティ 取組方針事 業 活 動

経 営 資 本

物的資本

本社・本社工場

技術研修センター

財務資本

健全な財務基盤

人的資本
平均勤続年数
20年以上の

経験豊富な人財

企業
理念

社会関係資本

大手化学工場との
長年の取引

高い技術・安全性
による信頼関係

知的資本
技術研修センター
での技術の蓄積

2030年ビジョン
新たな価値を
創造し続ける

ミッション

地域の産業インフラを
支える確かな整備力で、
安心と信頼を届け、技
術を次世代へつなぐ。

プリンシプル

• 安全・品質第一で仕事に臨む
• 自己の成長と仲間の成長を支える
• 技術と知恵を次世代に伝える
• お客さまの立場で考え、

最善の提案と丁寧な対応を心がける
• 現場力と連携で高い成果を出す
• 地域に対する信頼と貢献を大切にする

ビジョン

技術職が誇りを持ち、
技術がつながり続ける
地域密着型の整備会社へ。

1.健康経営

2.技術を未来につなげる

「技術のサカネ」

3.安全で働きやすい

職場づくり

4.人財価値の最大化

5.コンプライアンス

の徹底

バリュー

• 誠実整備
• 成長を楽しむ
• 伝える責任
• 顧客目線で考える
• チームで成果を

引き出す
• 地域と共に生きる

従業員の心身の健康保持・増進と健康
で快適な職場環境の形成を図っていく
とともに、従業員が自律的に取り組め
るよう健康づくりを支援していく

「技術のサカネ」と呼ばれ続ける
ために、将来世代へ技術をつなげ
ていくことで、地域に根差した整
備会社として、社会に価値を提供
し続けていく

労働安全教育を徹底し、安心し
て働ける職場をつくるとともに、
従業員の働きやすさとチーム
ワークを高め、やりがいのある
組織づくりを目指す

人を大切にする経営（人材の成
長とともに会社の成長有り）の
もと、すべての従業員に対して、
成果や能力に基づいた公平な
評価を実施することで不平等の
解消を図り、人財価値の最大化
を目指す

企業の公正性と透明性を高める
ため、コンプライアンスにおけ
る重要性を従業員に周知させて
いく

社会価値・経済価値創出 目標値

2026年 ストレスチェック受検率100%
2028年 平均残業時間 10時間以内

健康経営優良法人 継続取得
外部機関によるメディカルチェック 1回/年
メンタルヘルス研修 1回/年

持続可能な
社会の実現へ

マクロ環境
社会 ：環境意識の高まりによる設備の更新・改修需要の増加
政治・経済：経済成長に伴う設備投資の増加
技術 ：IoTや自動化技術の導入による効率化
自然 ：気候変動対策や災害対策設備の需要増

ミクロ環境
顧客 ：既存顧客の設備更新・メンテナンス需要
サプライヤー：協力会社との連携による技術力向上
競合先 ：競合他社の撤退や合併による新規案件獲得

ボイラー整備士 2名増/年
機械保全技能士1級 2名増/年

自社独自の「技術研修センター」を活用し、
技術の習得や継承の機会を創出

2028年 有給休暇取得率 80%

安全常会の開催 1回/月 継続
労働安全衛生会議 2回/年 継続
重大労働災害 0件 継続
社内表彰制度 継続

2026年 階層別研修の実施
2030年 人事評価制度の見直し

1on1ミーティング 3回/年 継続

コンプライアンス規定の整備
コンプライアンス研修の実施 1回/年

健康

教育

労働安全衛生
やりがい

働きがい

コンプライアンス
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